近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
３クール日報（２月２日～２月７日）
	報告日
天気
	２月２日（金）
曇り
	報告者
	兵庫県社協：岸田
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	前日報告に同じ　※石崎地区へボラセン機能を出張（サテライト）

	　

	
栗森、谷、永松、久保、山岡、有森、岸田、曽谷

	（主な日程）
	8:30 朝礼、本日の活動説明
8:50 石川県ボラバス到着（個人ボランティア１３名）
9:00 ・ボランティア受付
・オリエンテーション・マッチング
・ニーズ受付・現地調査
9:30 ・ボランティア送り出し　※戻りは石崎地区コミュニティセンターへ
※マッチング班もコミュニティセンターへ移動
・ボランティア活動調整（活動先のアポとり）等
14:00頃から七尾市ボラセンに移動
15:00 県ボラ解散
16:15 災害VC運営等に係る打ち合わせ（運営上の課題整理、対応等）
17:10 翌日のマッチングの準備（アポとり、車両運行予定）、車両の整列
18:45 活動終了
※七尾市社協から第２クールのお見送り

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割
・本日は、ボランティア受付、オリエンテーション・マッチング、ボランティア送り出し、ニーズ受付、現地調査、送迎・軽トラで運搬にかかる車両管理、ボランティア活動調整（活動先のアポとり）等を行った。
・石崎地区コミュニティセンターをボラセン機能を出張させて、同地区で集中的に活動
　⇒「ねらい」は限られたボラと時間を最大限に活動していただく上で課題となる、「トイレ」と「集積場への移動」の問題に対応すべく、試験的に出張型のボラセンを実施。
〇VCの状況
［新規ニーズ受付24件（未対応500件以上）、ニーズ対応14件（うち完了14件、継続0件）］
・ボランティアの方からは、活動先で住民の方から災害ゴミの分別や災害ゴミの判断基準を聞かれるケースがあり、対応に苦慮することがあるとの声が寄せられた。
・災害ゴミ集積場の状況は30分～60分。本日、２ｔトラックを新たに1台追加でレンタルしたことから計2台が災ボラに配置された。今後は軽トラックが頻回に出動できるよう、七尾市ボラセンで２ｔトラックに乗せ換えて効率よく集積場へ運搬できるような運用を目指す。
・車両管理がしやすくなるように車のカギに番号を付けて改善
・七尾市の地図の貼り出しを求める声があった。⇒未対応
・処分する家具や家電など、素材が異なるものは分別する必要がある。
・本日から参加されたボランティアから感想などを受け付けるアンケートを実施
○運転時のアルコールチェック
基本的にボラには運転させずに済むよう、配車を行うが、やむを得ない場合は運転をお願いしている。その際、運転免許証の写しの回収と合わせて、口頭で飲酒のチェック（要記録）
○資材の管理・補充
　ニーズ班が現在の在庫状況を把握。今後、送り出し（２Ｆ）から資材渡し（１Ｆ）を流れでマッチングメンバーが行っているが、今後、ボラ増を見据えて資材担当を検討

	今後の主な予定
	・2月３日～ボランティアが２０名⇒４０名に増加予定

	調整課題・所感等
	2月3日から、石川県ボランティアの人数が40人に増加することへの対応、準備。
担当割りの明確化と幹事の兵庫県社協が全体調整役を担うことが確認された。

	その他
	・七尾市社協の一般職員は週１～２日は休めている。一方、局長や課長、担当職員などは休めていない状況。何とか地元社協を支えたい。



